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はじめに：研究目的と背景
2011年 4月に施行された保育士養成カ
リキュラムの改正（以下、カリキュラム改
正）の基本的な考え方として（全国保育士
養成協議会、2005）1）、①保育士養成や保
育現場の諸課題に対応した見直しを行い、
現場の実践や保育士の専門性を十分に踏ま
えた内容とする、②実習や実習指導の充実
を図るとともに、実習受け入れ施設の範囲
や要件を見直す、等が示されている（保育
士養成課程等検討会、2010）2）。保育士養
成において、保育実習はその中核となるも
のである。
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また、保育に関する体験学習は、次の実
習への導入という目的だけではなく、学生
の学習意欲や動機づけにも大きな役割を果
たしていると考えられ、その実践報告や学
習効果等についてもいくつかの報告がある
（中原：2006、渡辺：2009）3, 4）。また、イ
ンターンシップに関しては、文部省（現：
文部科学省）、通商産業省（現：経済産業
省）、労働省（現：厚生労働省）が取りま
とめた「インターンシップの推進に当たっ
ての基本的考え方」において、「学生が在
学中に自らの専攻、将来のキャリアに関連
した就業体験を行うこと」と広く定義され
ている（文科省、2009）5）。文科省による
と、インターンシップの実施状況は、2007
年度には大学の約 7割がインターンシップ
を実施し（2005 年度に比べ約 4 倍に増
加）、約 5万人の大学生がインターンシッ
プを体験している。さらに、インターンシ
ップの目的を、①学習意欲の向上、②知識
・技能の充実・深化、③高い職業意識の醸
成、④責任感・自立心の形成、⑤独創性・
チャレンジ精神の醸成とし、今後、キャリ
ア教育の全体像の中でのインターンシップ
の位置付け・目的を明確化する必要性が示
されている。
本研究の目的は、保育士養成（専門職養
成）に関する実態把握を行い、課題を抽出
・整理し、保育士養成の質の向上及びより
よい保育実践につなげていくこととした。
具体的には、インターンシップ・見学実習
（観察実習）・ボランティア体験等の実施の
有無およびその具体的内容についてインタ
ビュー調査を実施し、考察を行った。な
お、保育実習指導（事前事後指導）の現状
と課題に関しては、全国保育士養成協議会
第 51回研究大会（題目：新カリキュラム
に対応した保育士養成プログラムの検討
Ⅰ）6）において報告を行った。本報告では、
体験学習の実施状況を整理し、今後の課題
について考察する。
Ⅰ．調査概要
1．調査対象・期間・調査方法：
調査対象については、全国の保育士養成
校協会に加盟する会員校（会員校総数：487
校）のうち、本研究調査の趣旨について理
解し、調査内容に同意が得られた、計 47
件（4年制大学 23件、短期大学 24件）に
所属する保育士養成課程の専任担当教員と
した。調査期間は、2011 年 11 月～2012
年 3月の期間とし、調査対象校へ訪問し、
インタビュー調査を実施した。調査項目
は、1）基本属性、2）体験学習の実施の有
無・実施回数、3）実施内容、4）システム
・担当部署、5）その他（教育効果・課題
他）、とし、インタビューガイドに沿って
調査を行った。
2．調査内容・分析方法：
調査内容は、体験学習の実施の有無、実
施回数、具体的実施内容とし、意見の聞き
取りを実施した。具体的には、1）基本属
性、2）体験学習の実施の有無・実施回数
（実施学年・時期、頻度、時間数）、3）実
施内容（目的・内容）、4）システム・担当
部署、5）その他（教育効果・課題他）で
ある。また、「体験学習」を以下のように
分類した。
①「インターンシップ」は、キャリア体験
や社会体験を主とするものとした。
②「見学実習」は、「保育実習指導」等の
授業・科目の一環として実施する児童福祉
施設や教育機関（保育所・幼稚園・その他
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の施設等）への見学とした。
③「ボランティア体験」は、学生による
「社会貢献活動」等とした。
インタビューで得られた回答は、各項目
毎に転記・集計し、調査対象校に共通及び
特徴的な項目や文章を抽出し、内容の分析
を行った。
3．調査研究における倫理上の配慮：
対象となる団体・個人の人権擁護のため
の配慮（団体及び個人名・情報等）とし
て、本調査の回答結果については、団体名
・個人名・情報等が特定されないよう匿名
で実施し、統計的処理（集計、分析）を行
い本研究の目的にのみ使用することを文書
に明記した。本調査対象機関に対して事前
に文書により同意を得た。
Ⅱ．調査結果
調査対象校は計 47件（4 年制大学（以
下、大学）23件、短期大学（以下、短大）
24件）であった。その内訳を地域ブロッ
ク別にみると（全国保育士養成協議会によ
る地域ブロック分類、降順）、近畿ブロッ
ク（22件）、中四国ブロック（7件）、関東
ブロック（6 件）、中部ブロック（5 件）、
九州ブロック（5 件）、東北ブロック（1
件）、北海道ブロック（1件）であった。
対象校における保育士養成課程の 1学年
の定員（学科及び専攻、コース）の範囲に
関しては、大学は 30−140名、短期大学は
50−200名であった。そのうち、最も多く
の割合を占める定員数は「51−100 名」で
あり、大学では 16件（69.6％）、短大では
12件（50.0％）であった（表 1）。取得可
能資格及び免許（保育士資格以外）に関し
ては、大学は、幼稚園教諭一種免許、小学
校教諭一種免許、社会福祉主事任用資格の
順に多く、短期大学は、幼稚園教諭二種免
許、社会福祉主事任用資格、小学校教諭二
種免許の順であった（表 2）。その他の取
得資格及び免許として、その件数について
は省略するが、レクリエーション・インス
トラクター、児童厚生 1級指導員、児童指
導員、特別支援学校教諭、さらに、認定資
格として、認定ベビーシッター、保健児童
ソーシャルワーカー、こども音楽療法士、
こども環境管理士、等があげられた。
1．体験学習（インターンシップ、見学実
習および観察実習、ボランティア体験）
の実施状況
「インターンシップ」に関して、見学実
習やボランティア体験と比較すると実施し
ている対象校が少なく、調査対象校 47件
のうち、大学及び短大を合わせて 8 件
（17.0％）であった。「実施している」と回
答した対象校のうち、インターンシップを
正規科目として単位化している対象校は 4
表 1 保育士養成課程の定員数（件数）
定員 大学 短大 計
50名以下 3 3 6
51−100名 16 12 28
101−150名 4 5 9
151−200名 0 3 3
201名以上 0 1 1
計 23 24 47
表 2 取得資格（件数、重複回答）
大学
（23件）
保育士 幼稚園教諭（一種）
小学校教諭
（一種）
社会福祉
主事
23 21 18 10
短大
（24件）
保育士 幼稚園教諭（二種）
小学校教諭
（二種）
社会福祉
主事
24 23 3 18
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件であった。
「見学実習」について「実施している」
と回答があった対象校は、大学は 14 件
（60.9％）、短大は 10 件（41.7％）であっ
た。
「ボランティア体験」について「実施し
ている」と回答があった対象校は、大学は
14件（60.9％）、短大は 20件（83.3％）で
あった（表 3）。
2．体験学習の取り組み内容
「インターンシップ」の実施内容は、例
えば、「保育所・幼稚園・施設等で計 45時
間以上のインターンシップを実施し単位認
定を行う」、「1・2年次は必修履修、3・4
年次は選択履修とし、単位認定を行う」な
ど、時間数に応じて 1−2 単位程度の単位
認定を行っている対象校が複数みられた。
科目名は、「子育て支援演習」「子育て支援
実践演習」「保育インターンシップ」等で
ある。単位化していない対象校の実施状況
は、就職担当部署や資格取得支援部署であ
るキャリアサポートセンターや就職支援セ
ンターが窓口となり、インターンシップ実
施先である保育所や施設と調整・斡旋し、
実施しているケースが多いことが明らかと
なった。
「見学実習」の実施内容は、保育実習事
前指導の科目の一環として半日～1日程度
の見学実習を組み込んでいるケースが多
く、正規科目外で実施している対象校は、
実習前に見学・観察実習等の保育現場の体
験を行うことを義務付け、実習条件として
いる対象校もみられた。正規科目として位
置付けている場合の科目名は、「保育実習
指導」「保育実践演習」「子育て支援演習」
「子ども学実習」「保育者論」等である。
「保育実習指導」のうち、事前指導におい
て、保育実習実施機関への事前見学・観察
実習を半日～1日程度実施している対象校
もみられた。また、保育所・幼稚園・施設
・子育て支援センター等、施設種別毎に 1
回以上見学実習を実施する対象校もみられ
た。
「ボランティア体験」を実施していると
回答した対象校のうち「ボランティア体験
は、大学（短大）から推奨および案内は行
うものの、参加については学生の自主性に
任せている。単位化はしていない。」とい
う回答が多いことが明らかとなった。しか
し、「保育実習」の履修条件として、1 日
～数日の自主実習（任意実習）やボランテ
ィア活動の実施を義務付けている対象校も
みられた。さらに、学科および専攻、学年
を単位として、さまざまな分野（福祉・教
育他）におけるボランティア活動を実施し
ている対象校もみられた。その内容は、通
年での学内外～地域における行事・イベン
ト（地域の祭り、大学祭）への参加・発
表、社会的活動・地域貢献活動等である。
具体的には、福祉施設の利用者のキャンプ
や運動会、保育所のクリスマス会、児童館
・児童デイサービスへの参加、学内で運営
・実施されている子育て支援ひろば・子育
て支援センター等がある場合の定期的な活
動の実施、被災地へのボランティア支援活
表 3 体験学習等の実施状況（件数、重複回答）
インターン
シップ 見学実習
ボランティア
体験
大学（23校） 6 14 14
（単位化） （3） （13） （4）
短大（24校） 2 10 20
（単位化） （1） （9） （1）
計 8 24 34
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動等である（表 4）。
Ⅲ．考 察
体験学習のうち、「ボランティア体験」
及び「見学実習」に関しては、「インター
ンシップ」と比較すると、実施する対象校
が多いことが明らかとなった。この要因と
して、児童福祉施設（保育所・施設）や教
育機関（幼稚園）等からのボランティア募
集の機会も多いこと、また、見学実習の機
会は大学から依頼することで実施可能とな
るのに対し、インターンシップは実施・受
け入れ先（人数）が限られており、大学の
意志だけでは実施が難しいこと、等が考え
られる。インターンシップの実施が可能と
なるためには、施設（保育所等）との連
携、学内においてインターンシップ実施調
整機関が機能することが必要となるであろ
う。
「ボランティア体験」に関しては、「実施
している」と回答した対象校のうち、ボラ
ンティア体験を正規科目として単位化して
いる対象校は少ない（14.7％）。
学生に対してボランティア活動を推奨
し、1）斡旋や情報提供・募集は行う（窓
口：学内教員、学内ボランティアセンター
表 4 体験学習の実施内容例（抜粋）
内容 科目名・位置づけ 担当部署・システム 効果・課題
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
○正規科目化・単位化されてい
るケース→保育所・幼稚園・施
設等で一定の時間以上（時間数
に応じて）実施することで単位
認定
インターンシップ先（機関）→
保育所・施設・幼稚園等の実習
機関へのインターンシップ実
施。
【科目名（例）】「子育て支援演
習」「子育て支援実践演習」「保
育インターンシップ」「保育実
地研修」等。
○位置づけ：任意（自主）実
習。「保育実習」終了後に実施
するよう指導。
○単位化・正規科目化されてい
ない場合の担当部署：「キャリ
アサポートセンター（資格取得
支援部署）」、「教育支援センタ
ー（実習支援拠点）」、「就職支
援センター、学生部、就職部
（就職担当部署）」、などが窓口
となり、インターンシップ実施
先である保育所や施設を斡旋・
調整し、実施しているケースが
多い。
○教員の負担が大きい（個別対
応・指導、施設との連絡調整・
訪問指導やフォローアップ）。
○（短大）実施する時間がな
い。
○学内において就職担当部署・
学生部などと連携・協力し、実
施することで就職につながり、
卒業後も組織的にフォローアッ
プを行うことも可能。
見
学
実
習
○「保育実習」の実習機関への
見学（事前学習）。半日～1 日
程度の見学実習を実施（事前に
オリエンテーション実施）。
○保育所・幼稚園・施設・子育
て支援センター等、各施設種別
毎に 1回以上見学実習を実施す
る対象校もあり。
【科目名（例）】「保育実習指導」
「保育実践演習」「子育て支援演
習」「子ども学実習」「保育者
論」等。
○「保育実習（事前）指導」科
目の一環として半日～1日程度
の見学実習・観察実習を組み込
み実施。学生主体で実施（任意
見学実習）されるケースもあ
り。
○正規科目外で実施している対
象校は、実習前に見学・観察実
習等の保育現場の体験を行うこ
とを義務付け、実習条件として
いる対象校もみられた。
○担当：実習担当教員および実
習担当部署（実習室）などが調
整を行う。
○授業内で実施した場合、見学
実習・観察実習を実施後にうま
く生かせないケースあり。フィ
ードバック・事前指導の必要
性。
○実施前に事前オリエンテーシ
ョン・実施後にフィードバック
を行うことで、観察・体験を理
論と結びつけ、学習意欲の向
上、実習計画書作成に活かすこ
とが可能。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
○通年での学内外～地域におけ
る行事・イベント（地域の祭
り、大学祭）への参加・発表、
社会的活動・地域貢献活動等。
○施設機関：【福祉施設】（利用
者のキャンプや運動会）。【保育
所】（クリスマス会）。【児童館
・児童デイサービス】（活動・
プログラムへの参加）、【幼稚園
・小学校】。
○学内で運営・実施されている
【子育て支援ひろば】【子育て支
援センター】等がある場合、定
期的な活動の実施。
○被災地・被災者へのボランテ
ィア支援活動等。
【科目名（例）】「地域学習」「ボ
ランティア実習」「保育ボラン
ティア体験」
○ボランティア体験については
推奨し、大学（短大）から案内
・情報提供は行うものの、参加
については学生の自主性に任せ
ており、単位化はしていない、
という回答が多い。
○学生主体のボランティア組織
・サークルによる活動。
○「保育実習」の履修条件とし
て、1日～数日の自主実習（任
意実習）やボランティア活動の
実施を義務付けているケースも
あり。
○学科および専攻、学年を単位
として、さまざまな分野（福祉
・教育他）におけるボランティ
ア活動を実施しているケースも
あり。
○担当・窓口：学科・学内の専
任教員。学内ボランティアセン
ター。学生サークル。【学生ボ
ランティア活動支援室】（全学
組織）。
○ボランティアを通じて就職に
つながるケースあり。調整やフ
ォローアップの必要性。
○ボランティア実施機関との調
整・フォロー等の教員負担。
○保育体験や活動等を通年で経
験することで、保育実践力を養
うことができる。実習機関やイ
ンターンシップ機関において、
継続的に活動するケース、就職
に結びつく（専門職に対する意
識の向上）もみられる。
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等）ものの、その参加については学生の主
体性に任せる、2）学生サークル・学生の
自主活動にて実施、3）全学・学科内にお
いてシステム化－組織的に運営・環境調整
・地域や外部団体との連携・活動を推進す
る対象校もみられた。カリキュラム変更
後、ボランティア活動を正規科目化するケ
ースもみられた。それ以外の対象校は、活
動の単位化（正規科目化）はしがたいもの
の、その必要性や学習効果は重要視されて
いることが明らかとなった。今後の課題と
して、ボランティア実施機関との調整・フ
ォローアップの必要性等があげられるが、
一方では、「保育体験や活動を通年で経験
することで、保育実践力を養うことができ
る。」「実習機関やインターンシップ機関に
おいて、継続的に活動するケース、就職に
結びつくケース（専門職に対する意識の向
上）もみられる。」とその体験（学習）効
果があげられた。
「見学実習」に関しては、実施している
対象校のうち、見学実習を正規科目化して
いる対象校は多い（91.7％）。「保育実習指
導」等の科目において、実習事前学習の一
環として実施する養成校が多い。「見学実
習」は、保育実習機関である保育所・施設
の見学（半日～1日程度）を行うケースが
多く、また、その目的として、①保育現場
を知る、施設全体の業務・活動の流れを知
る、②保育現場における子どもの姿を知
る、③保育士の業務や役割を知る、等があ
げられた。課題として、「授業内で実施し
た場合、見学実習・観察実習を実施後にう
まく生かせないケースがあり、フィードバ
ック・事前指導が必要」等があげられた
が、一方では、実施前に十分な事前オリエ
ンテーション、実施後にフィードバックを
行うことで、観察・体験を理論と結びつ
け、学習意欲の向上、実習計画書作成に活
かせる、等の学習効果があったといえる。
「インターンシップ」に関しては、見学
実習やボランティア体験に比べて実施して
いる対象校が少なく、大学は 6 件（26.1
％）、短大では 2件（8.3％）、計 8件（17.0
％）であったが、「実施している」と回答
した対象校のうち、インターンシップを正
規科目として単位化している対象校は計 4
件（50.0％）であった。任意（自主）実習
（保育実習とは区別）としての位置づけと
し、1）正規科目化（「保育インターンシッ
プ」や「保育実地研修」）をする、2）「キ
ャリアサポートセンター（資格取得支援部
署）」「教育支援センター（実習支援拠点）」
「就職支援センター、学生部、就職部（就
職担当部署）」等が窓口となり、各施設機
関や幼稚園連盟などの団体と連携し実施す
るケースもみられた。
筆者らの所属する関西福祉科学大学およ
び関西女子短期大学における実施状況を以
下に示す。1）「保育実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の事
前学習として、実習配属予定施設において
見学実習（2時間～1日）実施・報告書作
成の義務付け（関西福祉科学大学・関西女
子短期大学）、2）基礎演習の時間を活用し
た附属幼稚園での 1 時間のふれあい体験
（関西女子短期大学）3）体験ボランティア
体験（附属幼稚園等）・活動の機会（地域
子育て支援事業として子育て支援サークル
の開催、）を学科教職員が調整・提供。保
育・施設・幼稚園実習の事前学習として学
期内に 3～5回参加することの義務付けし、
基礎演習・研究演習の評価に織り込む（関
西女子短期大学）、4）ボランティア活動を
推奨し斡旋や情報提供・募集・調整を教員
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等が行い、学生サークルや学生の自主的な
活動により実施、5）インターシップ受入
施設の情報提供、学生申し出に応じて発掘
・手配マネジメント等である。本学の保育
士養成においても、これらの体験学習の機
会を重要視しており、「保育実習（事前）
指導」における、実習計画書の作成や指導
案（部分・責任実習の指導計画）の作成な
どに大きな意味を果たしている。現在実施
している体験学習とその学習・教育効果に
ついても今後検証し、教育内容の改善につ
なげていくことも必要である。
課題として、学生に対する個別対応や指
導、実施施設との連絡調整・訪問指導やフ
ォローアップなどの教員負担が大きいこと
があげられ、修学期間の短い短期大学では
実施する時間が取りにくい現状があるとい
える。一方では、学内において就職担当部
署・学生部などと連携・協力し、実施する
ことで就職につながり、卒業後も組織的に
フォローアップを行うことも可能であるこ
とが考えられる。
本研究における調査対象校の体験学習の
実施状況から、ボランティア体験、見学実
習、インターンシップなどの体験学習の実
施は、前述のように、教員の負担が大きい
にもかかわらず実施されていること、ま
た、養成校によっては体験学習の単位化
（正規科目化）を行っている対象校もある
ことから、こうした体験学習が学生の実習
教育として有効であることが推測される。
さらに、保育実習の事前準備・学習（実習
計画書作成や学習課題の明確化）に活かす
ことで学習効果や保育専門職に対する意識
・意欲の向上が予想され、前述の先行研究
とも共通するといえる。しかし、本調査に
おける体験学習の教育効果についての効果
測定・分析は十分ではないため、今後の課
題としたい。
これらの体験学習が質の高い保育実習及
び保育専門職養成の一助となるよう、今
後、その実践と効果検証（教員役割：評
価、フィードバック、実践方法の工夫、学
生：実践の言語・記録化、ケース研究・分
析、マネジメント体制：人員、役割分担）
を重ねていくことが必要であるといえる。
＊本研究は全国保育士養成協議会第 52
回研究大会において発表した抄録原稿を修
正・加筆した。また、平成 23年度関西福
祉科学大学共同研究助成を受けて実施し
た。
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